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歯科医院スタッフのための保険点数基礎講座 毎回好評の歯科
保険点数の

勉強会のご案内です

日本経済新聞『歯科衛生士不足 介護に影』（2017.1.22付）を読んで

山﨑先生によるコラムのコーナー

今年で 10 年目を迎えた当講座は、テーマ

ごとに保険診療のルールが学べて分かりや

すい、と大好評です。「患者さん

からの質問に答えられるように

なった」「あいまいに覚えていた

ところが理解できてよかった」などのお声も多数頂いて

います。参加費は無料です☆ テーマごとにテキストが
あるから安心です☆詳細・お申込み方法は同封のチラシをご覧下さい

　この記事を読んでとても胸が痛みました。離職
率の高いこの歯科衛生士の現状をどうにかしたい
と思っています。では、歯科衛生士不足を解消す
るためにはどうしたらよいのでしょうか。
　月に１度院内研修に訪問した際、スタッフと一
緒に実習生にも教育研修の時間をかける先生がい

らっしゃいます。その時私は、実習生にこう投げかけます。「歯科界
へようこそ（^^）歯科衛生士はやりがいのある魅力的で最高な職業
です。」と！
　私自身２人の子供がおり、仕事とのバランスが難しく悩むことが
何度もありました。15 年前に１人目を出産したときは、歯科衛生士
としてのやりがいや喜びを知らないまま産休に入りすぐに復帰しま
した。私の場合ブランクがほとんどなく復帰できましたが、もしす
ぐに復帰せず、歯科衛生士の魅力に気づけていなかったら、そのま
ま専業主婦になっていたかもしれません。歯科医療の特性上、一度
臨床から離れてしまうと手技的な面で再習得期間が必要となります。
その期間が長ければ長いほど、その壁を越えることが難しく不安も
大きくなります。ほとんどの歯科医療機関は再就職プログラムがな
いのではないでしょうか。この不安を拭いきれず再就職を諦める方
が多くいるのも想像に難くありません。
　またまた、DH Pro. セミナーの存在意義を考させて頂く機会とな
りました。私の出来ることは微々たることかもわかりませんが、そ
れでも諦めず今できる精一杯のことをしていきたいです。「頑張る歯
科衛生士、歯科医院を全力で応援します！！」


